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                                                                                     開催⽇：2026年6⽉18⽇（⽊）14：00-17：35

【企業紹介】各社15分（発表10分＋質疑5分）
NO. タイトル 企業名

1
楽しく考えることのできる技術拠点
ワクワクする研究所「つくば技術研究所」のご紹介

株式会社朝⽇⼯業社

2 薬⽤植物「センブリ」の⽔耕栽培 三進⾦属⼯業株式会社

3 植物⼯場におけるわさび栽培 エスペックミック株式会社

4
バブルを⽤いた⿂養殖と植物成⻑によるミライの⾷料⽣産の
可能性

株式会社サイエンス

5 ⼀次産業への取り組み〜次の百年にむけて〜 ⽶⼭化学⼯業株式会社

6 施設紹介と取り組み ダイダン株式会社

7 フィリピンにおける⽔耕栽培装置の開発と販売 ⼭洋電気株式会社

8 植物⼯場における気流の可視化とその活⽤可能性について KOA株式会社

9 ⼈⼯光型⽔耕栽培ラックシステム 株式会社エム式⽔耕研究所

第71回植物⼯場研究センター（PFC）コンソーシアム研修会
「企業研究関連シーズ発表会」プログラム

【開会挨拶】
植物⼯場研究センター 北宅センター⻑
【基調講演】＊30分
  「ヒューマノイド協働型植物⼯場は可能か？
   ―最新AIロボティクスから考える実現性と価値―」
                ⼤阪公⽴⼤学 ⼯学研究科 教授 福⽥弘和

【閉会挨拶】
 植物⼯場研究センターコンソーシアム代表幹事
 三進⾦属⼯業株式会社 新井宏幸

10分休憩

5分休憩

【研究紹介】＊15分
「農と福祉の連携 農業、特に施設園芸との親和性」
地⽅独⽴⾏政法⼈⼤阪府⽴環境農林⽔産総合研究所

【ご紹介】  ＊5分
⼀般社団法⼈サーキュラーフードプロダクション協議会について
常務執⾏理事 中村謙治（エスペックミック（株））
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企業名：三進金属工業株式会社

発表タイトル：薬用植物「センブリ」の水耕栽培

キーワード：センブリ，水耕栽培，薬用植物

要 旨

医療現場において漢方製剤等のニーズが高まっており、その生産額は直近5年間で約28％増加している。その製剤原
料となる生薬の年間使用量34千トン(R4年度)の内、国産（約2.9千トン）は全体の約9%であり、80％以上は中国からの
輸入に頼っている。しかし、中国産生薬の価格は年々上昇していること等から国産による安定供給が望まれている。
その一方で栽培の難しさから、生産者の新規参入の障壁は高い。このような背景のもと、我々は環境制御が容易で生
産者の知識や勘への依存度の低い水耕栽培の利点を生かして日本薬局方収載生薬の基原植物の水耕栽培研究を行って
きた。その中で得た知見を基に、センブリの水耕栽培について検討を行った。日本三大民間薬のひとつのセンブリは
苦味健胃薬、整腸薬、育毛剤として広く利用されている。センブリの水耕栽培は露地栽培よりも栽培期間を短縮でき
るという報告があるが、我々は栽培期間の更なる短縮と収量の増加を目的として、センブリの水耕栽培を行ったので
報告する。

薬用植物 センブリについて

�
センブリ

胃腸薬
育毛剤

 リンドウ属の二年草でその全草(花、茎、葉、根）を生薬として使用する。

 「千回振り出し（煎じ）ても、苦みが残る」ので、センブリ(千振り)と名付けられた。

 古くから日本や中国で「胃薬」として使用されており、 主な効果は、健胃、消化不良、
下痢、食欲不振、抜け毛、発毛。

 近年の研究では特に発毛効果に注目されている。

センブリの試験栽培

�

 初めに、養液条件を決定した。

 これによって試験栽培が大きく前進。

 次に、短縮可能な成長段階の短縮に
挑戦した。

センブリの成長段階

１年目 ２年目

冬越

大幅な栽培期間短縮のポイントは

初期生育の加速と冬越しの期間の調節

ロゼット 抽苔開始

 薬草全般に言われる通り、栽培が難しい。

 通常は播種から収穫までに2年越しなので、栽培期間の短縮が課題である。

 栽培条件を決定してから栽培期間短縮を目的とした試験を行った。















企業名：米山化学工業株式会社

発表タイトル：一次産業への取り組み～次の百年にむけて～

キーワード：農林水産・化学・肥飼料・乳酸菌・生体ろ過

要 旨

当社は創業108年を迎え、大阪市内に本社を置き「リン酸」・「アンモニア」・「水酸化カリウム」等の植物の三
大栄養素を化学品原料として有しており、主として[晶析法]によって化学品結晶を生み出す「製造販売業」を営ん
でおります。次の百年を迎えるために、新たな事業を生み出すべく【NEDO】(新エネルギー・産業技術総合開発機
構）における、NEDO先導研究プログラム/新技術先導研究プログラムに採択された「製造業分野で重要な高純度リン
マテリアルの循環利用技術開発」に参画しております。また、日本の施設園芸黎明期より携わってきた、「養液栽
培用肥料塩類」の製造販売に加え、最近では農林水産業における「乳酸菌群」を用いた育成環境の向上による収量
増・食味の向上等に挑戦しております。

アジェンダ
⽶⼭化学⼯業(株)とは？〜次の百年に向けて〜

リンを取り巻く状況とマテリアルフローに関して

乳酸菌群〜バイオリメディエーション〜

施設園芸⽤肥料塩類の取り組み

・1918年（⼤正7年）創業、100年以上
の歴史で社会に貢献

・経営理念は「揺るぎない信頼と未来
への挑戦により世界を笑顔に」。

⽶⼭化学⼯業とは？〜次の百年に向けて〜

・2025年9⽉期売上⾼：4,786百万円
・従業員数：約90名

・⽣活・産業を⽀える幅広い分野へ展開
（⼀般⼯業、電⼦材料、⾷品、試薬、農業など）

・強みは「晶析法」：不純物を極限ま
で除去し、⾼品質・安定製造を実現。

・「未来創造室」：クリーンエネル
ギーや先端技術などの新分野へ挑戦。

⽶⼭化学⼯業とは？〜次の百年に向けて〜

・「安⼼・安全・安定的」な供給体制を維持。

・⽇本の産業を⽀えるかけがえのないパート
ナーとして貢献。



・原料のほぼ100%を海外(ベトナム・南アフリ
カ、モロッコ、中国、ヨルダン等)輸⼊に依存。

・極めて⾼い海外依存度が、⽇本の産業や⾷料
安全保障の脆弱性となっている。

・主要産出国の輸出規制、地政学的リスク、
物流コストの上昇。

・2021年頃からリン酸や⻩リンの輸⼊価格
が⼤幅に上昇。

リンを取り巻く状況とマテリアルフロー

・下⽔汚泥、家畜排泄物、鉄鋼スラグなどの産業副産物等を従
来の「輸⼊・使い捨て」から国内資源の「回収・再利⽤」へ。

・「みどりの⾷料システム戦略」などの後押しにより、国内循
環が注⽬され、⾼度な抽出技術により、肥料や原料として再⽣。

・輸⼊依存からの脱却と環境負荷低減の同時達成。

・効率的な資源循環による、持続可能な社会と⾷料安全保障
の確⽴。

リンを取り巻く状況とマテリアルフロー

・⽶⼭化学⼯業（株）の⾜利⼯場がある栃⽊県⾜利市は繊維
産業が盛んであったが、その成⻑には陰りが⾒え始めていた。

・今後の成⻑が⾒込まれる「施設園芸（⽔耕栽培）」分野へ
の進出を検討し始めた。

施設園芸⽤肥料塩類の取り組み

・強みである無機化学技術を活⽤し、化学品原料（リン酸、アン
モニア、⽔酸化カリウム等）を⽤いた⾼品位な肥料塩類を開発・
提供した。

・⼤⼿農機・種苗メーカーとの取引や、⼤⼿⾷品メーカーの⼤規
模事業への参画⽀援を通じ、着実に市場シェアを拡⼤させた。

・国内協⼒メーカーの事業再編（選択と集中）に伴い、主⼒製
品である硝酸カリウムや硝酸カルシウム等の供給が停⽌した。

・市場競争の激化と原料供給の途絶により、かつての隆盛に陰
りが⾒え始めた。

施設園芸⽤肥料塩類の取り組み

・「安⼼・安全・安定的」な供給を経営の根幹に据え、多様な
品⽬の在庫を常に確保している。

・配合肥料や単体肥料(単肥)の提供を通じ、⽇本の施設園芸を
技術と供給の両⾯から⽀え続けている。



・30年前に協業事業主が着⼿した「⾖腐粕（お
から）を腐らせず価値に変える」研究がベース。

・乳酸菌が腸内環境の改善だけでなく、⾃然環
境全体に作⽤する⼤きな⼒を持つことを解明。

⽣体ろ過〜乳酸菌群〜

・強靭な⽣命⼒で有機物を分解する「枯草菌」と、病
原菌を抑制し環境バランスを整える「放線菌」を併⽤。

・これら3種の微⽣物をバランス良く組み合わせるこ
とで、他にはない独⾃の技術的強みを形成。

・根圏環境を整備することで⽣育を安定させ、
作物の⾷味向上や収穫量の増加を実現。

・エビ養殖池などの汚泥（ヘドロ）処理や、飼
育⽔の⽔質浄化に⼤きく寄与。

⽣体ろ過〜乳酸菌群〜

・独⾃菌および「βラクト」の普及を通じて、農
業・養殖業における⽣産性の向上と環境保全を同時
に実現している。

・微⽣物の可能性を追求し続けることで、⼈と地球
が共⽣できる持続可能な社会の基盤づくりに挑戦し
ている。

まとめ
・当社は108年の歴史を擁し、酸とアルカリより晶析法を⽤いた結
晶製造を得⼿とする企業である。

・⾷料安全保障や⽇本の基幹産業において重要な「リン資源」は
ほぼ１００％輸⼊されている。

・⽇本における施設園芸の黎明期より、肥料塩類の安全・安⼼・安
定な供給で⽀えている。

・【NEDO】先導研究に携わる他、微⽣物を⽤いた環境浄化等、次の
百年に向けた新たな試みを模索している。

ご静聴ありがとうございました。

⽶⼭化学⼯業株式会社
未来創造室 加藤秀之
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(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved

企業名：山洋電気株式会社

発表タイトル：フィリピンにおける水耕栽培装置の開発と販売

キーワード：植物工場，水耕栽培，フィリピン，ファン，生野菜

要 旨

山洋電気株式会社のグループ会社である山洋電気フィリピンは、フィリピン国内を対象に、屋内で生野菜を育て
ることのできる小型の水耕栽培装置を開発し、製造、販売を開始しました。山洋電気の冷却ファン「San Ace」を使
用し、風の強さや流れを独自に最適化した送風システムを取り入れ、限られたスペースで効率良く野菜を育てられ
る環境を実現いたします。フィリピンにおける生野菜の需要と開発の背景、使用しているファンについてご紹介し
ます。

植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会 シーズ発表会 2026年6⽉18⽇

(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved

⼭洋電気について
⼭洋電気株式会社（SANYO DENKI CO., LTD.）
創 業︓1927年8⽉
本社所在地︓東京都豊島区南⼤塚3-33-1
資 本 ⾦︓99億円 （2026年3⽉31⽇現在）
連 結 売 上︓1,073億円 （2025年度）
社 員 数︓⼭洋電気グループ3,599 名（2026年3⽉31⽇現在）
事 業 内 容︓ファン、UPS、パワーコンディショナ、ステッピングシステム、サーボシステム、

コントロールシステムの開発・製造および販売

2

連結売上収益

１,073億円
（2025年度）

(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved

⼭洋電気フィリピンについて

3

⼭洋電気フィリピン（SANYO DENKI PHILIPPINES, INC.）
設 ⽴︓2000年2⽉
所 在 地︓スービック経済特区／フィリピン（旧アメリカ海軍基地）
敷地⾯積︓61,113㎡ ⼯場⾯積︓70,630㎡
社 員 数︓4,710名（2026年4⽉末現在、派遣社員含む）
⽣産品⽬︓ファン、UPS、パワーコンディショナ、ステッピングおよびサーボシステム

2024年2⽉ 第4⼯場竣⼯
(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved 4

ファン製品ラインアップ
特徴的な製品のラインアップを多数ご⽤意しています

DC ファン

エアフローテスター

AC ファン
●ACDCファン
●ACファン

PWMコントローラ San Aceコントローラ San Ace Clean Air

耐久ファン
●DCファン
●低消費電⼒ファン
●静⾳ファン
●⼆重反転ファン

●遠⼼ファン
●ブロア
●リバーシブルフローファン

●耐温ファン
●防⽔ファン
●防⽔遠⼼ファン
●防⽔ブロア
●防油ファン

●⻑寿命ファン
●⻑寿命⼆重反転ファン
●耐Gファン



(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved 5

フィリピンで当該製品に取り組んだ背景

海外⼦会社として
独⾃の製品開発、販売

が出来ないか

⾼⾎圧、⼼筋梗塞など
⾼成⼈病率、平均寿命が短い
（⽇本84歳、フィリピン68歳）

⾃社製品を使い、
社員を健康に出来る
新製品（健康経営）

⽔耕栽培装置にトライ

フィリピン⼯場が
創⽴２５周年

中期経営計画
“殻を破る”

フィリピン
⽣野菜を⾷べない
（⾼い、低鮮度）

(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved 6

フィリピンにおける⽣野菜の需要

加熱調理
炒め物・スープが

主流

⽣野菜は傷みやすい
物流難、⾼コスト

風土

台⾵・⾼温・⾬
⽣産が不安定

若年層・富裕層を中⼼に
「サラダ・オーガニック志向」

拡⼤
外⾷産業の多様化

サラダ・サンドイッチ需要
が増加

マニラなど都市部で
スーパーやデリバリーが

普及、⽣野菜の購⼊機会
が増加⽣活習慣病増加

→ ⾷⽣活改善ニーズ
増加

市場動向

⽂化の変化によりビジネスチャンスあり
ターゲット︓レストラン、ホテル、富裕層、公共施設

(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved 7

製品概要

栽培⽅式︓DFT

栽培⽤LEDライト ４本×３段

空気循環 ファン + ダクト

特徴

(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved 8

空気循環の⼯夫
常時、野菜へ均等に空気を供給したい
⽬的︓蒸散の活性化により養分の補給促進

CO₂取り込み増進
光合成効率UP
適度な乾燥により病害防⽌

STEP1 ファン単体送⾵で栽培テストを実施

空気の流れが奥まで届かず
⽣育にムラが発⽣していた

STEP２ ダクトによる送⾵（空気⼝のサイズは同じ）

ファンからの距離により空気の流れに強弱が発⽣。
より均等な供給を実現したい

STEP３ ダクトによる送⾵（空気⼝のサイズ変更）

空気の流れのバラツキが⼩さくなり、
均等な空気の供給が実現できた

植物の成⻑のバラツキを抑え、
均等な⽣育に効果⼤



(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved 9

完成製品

SANYO DENKI PHILIPPINES,INC. の⾷堂で活⽤

⽔耕栽培装置 9HY140220-0001

(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved 10

納品後の反響、苦労話

管轄庁舎に設置の許可を頂き
装置を設置、成果物は庁舎で

働く⽅々へ無償提供
収穫の様⼦は公式SNSで公開

(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved

CADモデルの準備から、結果のご報告、改善案のご提案まで⾏います。

サービス
内容

改善のご提案 結果のご報告

シミュレーション

実施
シミュレーション

準備

11 22

3344
最適なファン選定，
風路・冷却の改善を
ご提案します。

様々な数値や画像，
3Dデータを提供します。

*お客さま装置の3Dデータまたは2D図面のご提供をお願いいたします。

シミュレーション内容打合せ，
CAD情報提供，モデル作成，
条件設定などから
見積提示します。

合意したシミュレーション条
件で実施します。

STEP STEP

STEP STEP

11

流体シミュレーションサービスのご紹介

(C)SANYO DENKI.,CO.LTD. 2026 All Rights Reserved

ACDCファン
92mm⾓×38mm厚 「San Ace92AD」

・省エネ，長寿命な
ACファンがほしい

・100V系と200V系の
ファンを共通化したい

電圧ワイドレンジ

産業⽤設備・制御盤 植物⼯場

AC-DC
コンバータを内蔵

ファン内部でACからDCに
変換することで省エネ化を実現

●AC⼊⼒で、DC駆動を実現したファン
●ACファンに⽐べて⾼性能・低消費電⼒・⻑寿命

*ACDC遠心ファンを除く

⾷品冷蔵庫ACDCファン

12

⽔耕栽培装置に採⽤したファンについて

（⼊⼒AC100V〜240V）

フィリピン国内はＡＣ２２０Ｖ、６０Ｈｚ



企業名：ＫＯＡ株式会社

発表タイトル：植物工場における気流の可視化とその活用可能性に
ついて

キーワード：植物工場、気流計測、気流の可視化、環境制御、活用可能性

要 旨

作物栽培において「風」は光合成や蒸散に関わる重要な環境要素である一方、植物工場では手軽に把握・評価す
る手段が限られており、十分に管理されていないのが現状と考えられます。本発表では、当社が開発・提供してい
る多点気流計測システムを題材に、植物工場内の気流を可視化・定量化することで、空調調整や環境理解にどのよ
うな示唆が得られるかを、実験的な検討事例を交えて紹介します。昨年12月のPFCコンソーシアムだよりでの発信内
容も踏まえ、気流計測の活用可能性や今後必要となる実証・共創の方向性について、参加者の皆様と議論すること
を目的とします。

1第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

本発表の⽬的とスタンス
•本発表は製品の効果を⽰す実証報告ではありません

•植物⼯場における「気流」を切り⼝とした話題提供です

•実験的な検討段階での知⾒を共有し、今後の実証テーマや活⽤
の⽅向性を議論することを⽬的としています

2第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

作物栽培における気流の重要性と現状認識
•気流は光合成・蒸散・境界層形成などに関与する重要な要素で
すが・・・

温度
湿度
ＣＯ２

気流

測っている・管理している
測っている・管理している
測っている？・管理している？

植物⼯場における⽣育環境の重要なパラメーター

測っていない？・循環扇だけ？

3第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

植物⼯場において気流はどのように扱われているか？(仮説)
空調は設定値ベースで管理されることも多い？

実際の作物周辺の気流状態は
「強い／弱い」
「当たっている／いない」 といった感覚的な把握に留まっている？

気流のばらつきが⽣育差に影響している可能性

4第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇



気流計測のアプローチ
•空間の気流を把握するために適切な計測⽅法は？

1点計測 多点計測

5第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

空間の⾵速分布のイメージ ⾚：強、⻘：弱

今回⽤いた「気流計測システム」の紹介
•気流計測システムの概要
• 熱式の多点⾵速計

•特⻑
• 最⼤4500ch
• ⾵速レンジ0〜3m/s、0~16m/s
• 設置・配線が⽐較的容易
• ⾊で⾵速を表⽰

6第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

実験的検討における気流計測の例

実際の計測事例
ご協⼒：J-MAX様、三進⾦属⼯業様
内 容：アクアポニックスのイチゴ栽培

における育成と気流の関係調査

7第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

イメージ図（⽣成AIにより作成）

気流を計測(可視化)することで得られる⽰唆（可能性）
•空調調整時の状況把握・
気づき

•環境条件の説明・共有
ツール

8第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

イメージ図（⽣成AIにより作成）



実証に向けた課題と現時点での限界
•作物育成との直接的な関係は未整理

•評価指標・測定⽅法は検討途上

•⻑期・定量データの不⾜

•今後の実証・共同検討が不可⽋

9第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

今後検討していきたい実証テーマと共創の可能性
•気流が影響していると思われる事象の掘り起こし

•どの位置・⾼さで測るべきか

•他の環境データとの組み合わせ

•実証フィールドでの検討

• PFCコンソーシアムを通じた共創・情報交換を期待

10第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇

まとめ：気流計測を通じて⾒えてきた問い
•気流は重要だが、扱いが難しい環境要素

•多点計測（可視化）により新たな視点が得られる可能性

•本発表は「答え」ではなく「問い」の共有

•是⾮、皆様のご意⾒・ご経験をお聞かせください。

11第71回 植物⼯場研究センターコンソーシアム研修会「企業研究関連シーズ発表会」2026年6⽉18⽇
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